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荒井塾長あいさつ                   

 

新紙幣と 7月のハイライト 

 

 

半年が過ぎて後半の 7月が始まりました。1月 1日の地震や空港事故は覚えていますが、そのほか

この半年間に何があったのか老人の私には直ぐには思い出せません。7月だけでも、7日東京都知事

選挙、14日トランプ狙撃、17日ＭＬＢオールスターでの日本人選手の活躍がありました。私にとって最

も大きかったのは 7月 15日フランス・エビアンでの古江彩花の 3打差逆転優勝でした。身長 153ｃ

ｍの小柄でも正確なショットと思い切りのよいパットで逆転優勝。米国女子ゴルフのメジャー大会で日

本人として 4人目の快挙でした。18番グリーンへパラシューターが大きな日の丸をなびかせて着地

し、古江選手の体を包み、その時、君が代が流れたという感

動的なシーンだったそうです。 

 

16日に渡良瀬カントリークラブで、前半 40打でしたの

で、私も古江選手にあやかり、Ａｇｅ Ｓｈｏｏｔ（84打）が出来

るかと期待した途端に後半は崩れてしまい、46打で 2打

Ｏｖｅｒしてしまいました。7月のハイライトはパリオリンピッ

クでしょう。どんな活躍が見られるか、どんな記録が誕生す

るのか楽しみです。 

 

7月は私にとって最も重圧がかかる月で

した。私が裏方を務める「わらてつまつり

2024」は多くのボランティア（延べ 121

人）にお手伝いいただき盛大に無事に終了

することが出来ました。塾生の吉田さん、星

さん、南さんに幟設置、テント組み立て、机、

椅子の配置とそれらの撤収などお世話にな

りました。八木さんもわらびネットワークス

テーションの売店で活躍されました。 
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ところで、皆さん、新紙幣を手にされましたか。私はまだ持っていません。 

戦後、日本は昭和で「奇跡」とされた高度成長を実現しましたが、バブル崩壊を境に一転。 

実質経済成長率が 4％を超えることのない平成期を経験しました。低成長サイクル脱却への活路を探

る中で、令和 6年 7月 3日、明治期の 3人が新紙幣の顔になりました。 

渋澤栄一、津田梅子、北里柴三郎の 3賢人の肖像が印刷されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は鉄道屋だから、3賢人と鉄道について触れたい。 

渋澤（1840～1931）は多くの企業を設立・育成し、公益と私益を両立する「道徳経済合一説」を提唱

し、その言葉を集めた「論語と算盤（そろばん）」は大谷翔平が呼んだという逸話があります。 

 

渋澤は慶応 3年・1867年、26歳の時に、徳川慶喜の弟・清水昭武に随行し、パリ万博へ行きました。

清水昭武一行は、慶応 3年（1867）1月 11 日に横浜港を出発し、4月 3日マルセイユに着きました。

マルセイユからツーロン行きの汽車に乗り、リヨンに一泊して 4月 11日にパリに到着し、4月 28日に

ナポレオン 3世に謁見しました。 

この時、ヨーロッパ各地を鉄道で移動しています。スイス、イタリア、イギリス、ベルギーなどを表敬訪

問しています。当時、これらの国々ではその 30年前に鉄道が業していました。 

 

 

津田梅子（1864～1929）は明治 4 年（1871）に 6 歳で渡米し、米国で教育を受けました。これは

日本で鉄道が開業する一年前の事なので、梅子はアメリカで当然汽車に乗っていたでしょう。アメリカ

最初の鉄道は 1830年に東海岸のボルチモアとエリエッツの間にオハイオ鉄道 21ｋｍが開通。アメリカ

大陸横断鉄道は 1869年に開通していました。 

 

北里柴三郎（1853～1931）がドイツへ留学するのは 30歳台でしたから、その頃は日本で鉄道が開

業（明治 5 年 ・1872）していましたから、日本で汽車に乗っていたかもしれませんが、ドイツでは当然

汽車に乗っていた事でしょう。ドイツで鉄道が開業したのは 1831年でした。 

 

今夜は笑楽日塾 7 月例会です。梅雨が明けて突然猛暑がやってきました。私たちシニアは十分な休

息と適度な運動で暑さを乗り切っていきましょう。  （7月 18日記す） 
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   2024年７月１８日  笑楽日塾 塾会 報告 

 

 

期日 2024年７月 1８日(木) 17時 30分～19時 30分 

会場  スポーツクラブ NAS 5階ロイヤルルーム 

出席者 八木、吉田、内田、新井斉、星、高木、南、清藤、荒井 9名 

欠席者 先崎、、菊地 

 

荒井から： 

きょう 18日、関東甲信越地方の梅雨が明けました。14日（日）～17日までそんなに暑くなかったの

ですが、今日は突然、猛烈な暑さがやってきました。まだ 7 月が終わっていませんが、いろいろな事が

ありました。 

 

先月の塾会で「今、俺の大きな関心は東京都知事選挙だ。連坊さんと小池さんの戦いだ。俺の予想は

小池さんが勝つだろう。連坊さんも良いけど、印象が冷たい。自民党が小池さんにくっついたので、小

池さんも安全圏ではないが。7 月 7 日夜の結果が楽しみです」と語りました。結果は小池さんに軍配が

上がりました。連坊さんは 3位でした。 

敗因は何か。共産党と組んだことはマイナスのイメージを膨らませた事でしょう。 

 

 小池由里子  291万票 

 石丸伸二   165万票 

 連坊      128万票 

 

投票率は 60％で、そんなに低いとは思えません。 

 

7 月 14 日にはトランプ狙撃事件で、共和党のトランプ株が上がった。しかし、トランプはバイデン大

統領を汚い言葉で罵るなど、日本人の私には、国の指導者が下品な言葉で攻撃するのは理解出来ませ

ん。 

 

わらてつまつり 2024」が 7 月 13 日～14 日、皆様のご協力により無事に終了しました。二日間で

11,000 人の来場者があり、ミニ新幹線電車試乗会は大人気で整理券に並んだ行列が大庄水産を通り

越してローソンまで延びていました。1,250 枚の整理券を用意しましたが全部配布できました（南さん

と星さんがご担当） 
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「わらてつまつり 2024」は多くのボランティア（延べ 121人）にお手伝いいただきました。 

塾生の吉田さん、星さん、南さんに幟設置、テント組み立て、机、椅子の配置とそれらの撤収などお世話

になりました。八木さんもわらびネットワークステーションの売店で活躍されました。 

 

【塾生の近況報告】 
STさんから： 

蕨の歴史散歩に他市から来られる人の案内をしている。歴史家の立場から蕨について提言できるよ

うに伊奈町の県センターへ行って「地域観光ボランティア講座」に通っている。蕨の町は埼玉県の中でも

自慢できる歴史がある。南さんにも手伝っていただいている。 

一方、蕨は歴史はあるが、冷静に見ると何か足りない。大宮は東口と西口が綱引きをやって地域の魅

力を高めている。蕨の市内を見ると電柱が多すぎる。地中化が進んでいない。新越谷は阿波踊りで賑わ

っている。河鍋暁斎美術館をもっと活用すべきだ。 

 

USさんから： 

蕨に美味しいものがある。天ぷら「東月」夜は10,000円ぐらい。お昼は天丼＠1,500円ぐらい。東口・

松屋のある方に寿司屋がある「佐とう」夜は 10,000円ぐらいで美味しい。 
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7月 8日 幟設置 7月 13日 テント設置 

7月 13日ミニ新幹線電車 乗車券配布 
7月 13日ミニ新幹線電車 乗車券配布 

7月 13日ミニ新幹線電車 乗車券 



 

ASさんから： 

秋葉原で石丸氏の演説を聴いた。発信力の高さから蓮舫氏は危ないと感じた。 

ただ、この時は石丸氏には笑顔が少ないと感じた。他候補への批判は無いが、喜怒哀楽の表現が足りな

いと言うより舌鋒が厳しいと感じた。選挙で SNS等の発信拡散力は大きいなと感じた。 

＊6月 23日、下蕨公民館でのカラオケ発表大会で 2曲歌ってきた。 

＊一社)埼玉マンション管理士会にて補欠理事選挙に立候補をし当選しました。一社)日本マンション管

理士会連合会の理事に手を挙げるつもりです。 

 

YMさんから： 

4月から公益社団法人蕨市シルバー人材センター３階で週２日、火曜日、木曜日仕事を始めました。 

センター３階での仕事は書庫の入れ替え、書類背表紙統一、備品などの統廃合もして K専務理事と 

不要と思われる資料を１つ１つ確認しながら破棄している。 

事務所の５Sとファイリングシステム化を目指し、事務の合理化を図るお手伝いをしていて、自分の家

ではありませんが、事務所の部屋が明るく書類が整理・整頓されてくると、何か清々しい気分になって

きますね。良い仕事をさせてもらっています。 

 

MEさんから： 

清藤さんにお世話になって蕨の歴史が分かるようになってきた。 

最近、地域へ積極的に協力している。いろいろ感じるところがある。中には上から目線で作業を指示す

る人がいて、やりにくい時もある。 

 

YKさん： 

新井邦夫さんのあとを受けて、4 月から、中央小学校の放課後子ども教室の実行委員長をしている。

1 年生から 6 年生まで 325 人の在校生の内、125 人が放課後に集まっている。暑い日もエアコンの

ある教室を使うなどやりくりしている。私たちが使う本来の教室（けやき教室）にはエアコンがない。室

外機のないエアコン 2台を 10万円の予算なら OK というので探した。デンキチにあった 61,500円

だった。教室環境が少しずつよくなっている。 

 

HHさんから： 

76歳になった。免許証を返納した。警察署で「良いんですか」と念を押された。 

免許証の代わりに身分証明書として使える証書を呉れた。これは一生使える（有効だ）。 

 

TTさんから： 

いとこの家族の話は興味深いものでした。（40歳で初産。家系は美人が多い）。 
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次回は 8月第 2木曜日（8月 8日）です。 

 

塾会報告がHPに載ると誰が何を言っていたのか分かってしまうので、イニシャルをつけてみました。

次回からはニックネームをつけてはどうかと考えています。 

塾生の皆さん、自分の好きなニッケネームを教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 皆さん若いですね！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              6頁 

 

 



 

「シニアの風」  
 

（順番制で行います。８月号は 吉田 喜義さんですので準備の程、宜しくお願い致します。） 

  

「世の中本当に便利になったのか？ それとも・・・」  塾生 内田 茂 

 

最近「DX」という言葉をよく聞くようになった。最初これを聞いたときは何のことかと思い、なにか

デラックスな食べ物でも流行っているのかと思いました。しかしそんなことではなくデジタル・トランス

フォーメーション（Digital Transformation）でした。それにしても「トランス何たら～～」が「X」と

は？ はて？ と 思いましたが、世の中的には既に合意が取れているようで一般的に使われています。

「DX に対応する」とか「DX を推進する」といったような使い方です。私なりにイメージすると次の図の

ようです。 

 

 

そこで身近な DX の事例を一つ、先日（２０２４年６月１１日）蕨市役所へ住民票を取りに行ったのですが、

新しい庁舎の見学も兼ねてです、従来ですと市民課窓口で申請書を書いて提出して，しばし待つという

スタイルでしたが、係の人がマイナンバーカードを持っているかと聞いてきたので、当然「持っている」と

答えました。すると端末の所へ行って「ご自分で操作して取り出してください。」というので、早速マイナ

ンバーカードを入れて操作すると、あら不思議・・・でもないか、我が家の全員が記載された住民票があ

っという間に出てきました。申請書を書くこともなく、操作方法を聞くこともなく取得できました。今は

まだ住民票だけのようでしたが、じきに転入、転出の手続きも、その他の手続きもご自分で端末の操作

でできるようになるでしょう。 

 

なるほどこれが DX を推進した結果なのかと思いました。DX には続きがあって、DX → CX → 

SX と進んでゆき、近い将来全ての企業はネットワークでつながり相互に商品、製品、サービスのやり取

りだけでなくデジタル情報のやり取りも行うことになり、このような体制に乗り遅れた企業は消滅して

いくほかないという。CXとはコーポレイト・トランスフォーメーションで SXは後述します。 

CX もイメージとして書くと次の図のようになります。この図では情報は表示されていないが物（製品、

商品、サービス・・・）と一緒か若しくは物に先立って流れていく。 
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各種の情報は企業間だけでなく、企業内でもすべての過程でデジタル化（DX化）が行われ、それはや

がて社会全体へ広がっていく。その段階が「SX」ソーシャル・トランスフォーメーション（Social 

Transformation）です。 

人類の歴史を俯瞰すると大きく５つの区分が可能であると考えられています。これを Society5.0

という。 

 

Society 1.0  狩猟社会 

Society 2.0  農耕社会 

Society 3.0  工業社会 

Society 4.0  情報社会 

Society 5.0  超スマート社会 

 

これから我々が向かう社会は Society 5.0です。この段階では現実社会から目的に沿ったデジタル

データを収集し、蓄積し、企業文化の変革の姿を明確にし、さらに AIを使った分析手法により企業体の

未来のあるべき姿を求め、変革していくことになります。生命体の生き残り戦略＝ダイナミックケイパビ

リティと同じに変化に素早く対応し、適応し、自らも変化するのです。 
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現実空間からデジタルデータを取り出し現実空間そっくりのデジタル空間（＝バーチャル世界）を作り

これを使って現実空間のシミュレーションを行い、これから起こる色々な課題、SDG‘ｓ  ＥＳＧ（エンバ

イロッメント・ソーシャル・ガバナンス）  人口減少  感染症パンデミック、戦争、大災害、人権問題、気

候変動、海面上昇、等々に対応していくことが必要です。 

 

しかし現実はマイナカードの利用でＤＸ化の第１歩を踏み出したところです。それだけでも便利さより

不便と感じている多くの高齢者がいます。つい先日も我が家で知人にお中元を贈ろうとして、あるデパ

ートのオンライン中元コーナーにアカウントを登録して贈答品の選択、送り先指定、「のし」の有無、配達

日、時間指定と進んでいきました。しかしその使い勝手の悪いことといったらありませんでした。 

 

このようなシステムでは、まず全体の流れを表示してそれぞれの段階でどんな選択をするかを示すこ

とが必須ですが、それもなくて各段階でつっかえながらようやく決済するところになり、そのデパートが

指定するクレジットカードの情報を入れて「決済」としたところ、「決済できません」となってしまいました。

そのクレジットカードはデパートから送られてきたものなのに。結局オンライン中元コーナーから注文す

るのはあきらめてお店のお中元コーナーに足をはこんで注文しなければなりませんでした。 

 

私はネット初心者ではないと自分では思っています。その私でも使えないような DX化もあるようで

す。他にも DX 化の進展の影響だと思いますが、JR の「みどりの窓口」がなくなったり、銀行の支店が

統合されてなくなったりしています。DX の進展で今よりも便利になるはずが、そうでもなさそうです。

しかしDX化の流れは今後も止まることはなく進んでいくでしょう。 

 

そんなとき私達が出来ることは使い勝手の悪いシステム、アプリに対し、カスハラとならないようにク

レームを出していくしかないようです。 

 

 

                                                              完     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 9頁    



 

 

 

                                                     八木 守 

 

   

 いや～７月中旬は猛暑と言うか酷暑で、熱中症にかかるシニアが多いですね。シニアだけでなくても 

ベビーカーに乗っている赤ちゃんは地面の熱気で、見ていて可哀そうです。 

 そして、突然の雷雨、豪雨、蒸し暑い夜は寝苦しいですね。皆さん、お身体ご自愛願います。 

と言う私は２０日頃、寝冷えをし、次の日は体調不良で１日調子が悪く、ここ５～６年病気らしい事もな 

かったのですが、「健康に勝る」ものはないと実感しました。 

 

 さて、二十四節気の続きです。 

６月２１日～７月６日ごろを「夏至」と言います。一年で一番昼の時間が長くなる頃で、この日を境に 

 だんだんと日が短くなっていきますね。  

 

夏至  げし （６月２１日  ～  ７月６日）  
   

夏至は、北半球では昼が最も長く、夜が最も短い日です。太陽の高さが 1年で最も高くなるため、正午 

ころの影の長さが 1年で最も短くなり、この日を境にだんだんと日が短くなっていきます。アヤメなど 

花が咲きはじめ、暑さがましていきます。                                                       
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小暑  しょうしょ （７月７日  ～  ７月２３日ごろ）  

 

梅雨が明け、暑さが本格的になる頃。 

蝉も鳴き始め、蓮の開花が夏の訪れを告げてくれますね。（蝉の声をもう聞きましたか？）  

「暑中見舞い」を出すのもこの頃です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大暑  たいしょ （７月２３日  ～  ８月７日ごろ）  

 

一年でもっとも暑さが厳しく感じられる頃。（今年は本当にそうでした）  

入道雲が見られ、花火大会などの夏のイベントが目白押し、鰻を食べる「土用の丑」がありま

すが、今年は２日あり、２０２４年７月２４日（水）と８月５日（月）です。  

 季節の変わり目で体調を崩しやすい時期に、うなぎなど栄養のある食べ物を食べて英気を  

養いましょう。 

（私も体調を崩したので、丑の日に奥さんが買って来てくれて食べました。感謝！感謝！）  

 

 

 

 

 

 

 

                         

                               

 

 

                                                         続く 
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